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▮はじめにお読みください 
 

⚫ 本書は Smart Construction Simulation 使用までの手順について説明するものです。 

⚫ 本書では、表示単位に国際単位系 (SI) を使用しています。 

本書の説明、数値およびイラストなどは、本書を作成した時点での情報に基づいております。 

⚫ ご不明な点やお気づきの点がありましたら、SMART CONSTRUCTION サポートセンターに 

お問い合わせください。 

⚫ 契約条件、保証、責任の内容について、 

アプリケーションソフトウェア利用規約を理解のうえアプリをご使用ください。 

⚫ アプリの画面や表示の内容は、アップデートにより変化する場合があります。本書に記載されている内容と、

アプリの画面に表示される内容に差異がある場合は、アプリの表示に従って操作してください。 

 

▮本書で使用している商標について 

⚫ スマートコンストラクション、Smart Construction は、 

株式会社小松製作所の商標または登録商標です。 

 

※そのほか、本書に記載されている会社名、製品名などは、一般に各社の商号、登録商標または商標です。 

 

 

 

 

  

本書をお読みいただく前に 
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1 土配計画を行う 
1.1 新規にシミュレーション作成の準備をする 

1.1.1 新規現場を作成する(Jobsite Setting) 

 

 

Smart Construction Simulation から直接、新規現場を作成することは出来ません。 

新規に現場を作成する際は、Smart Construction Portal の現場一覧から新規現場作成（諸情報の登

録）を行う必要があります。 

 

1. Customer Portal にログイン後「現場一覧」に入る 

 

 

 

 

2. 「現場を新規作成する」ボタンを押す 

 

 

 

 

 

3. 必要項目を全て記入して最下部の 1/2 の「新規登録する」ボタンを押し、確認画面で 

2/2「新規登録する」ボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「現場一覧」内に新規現場が登録される 

 

 

 

 

 

 

1 土配計画を行う 

新規にシミュレーション作成の準備をする 

1.1.1 新規現場を作成する(Jobsite Setting) 

新規登録するボタンで登録完了 
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1.1.2 Smart Construction Simulation で現場をプロジェクト化する 

 

Jobsite Setting で作成した現場を 

Smart Construction Simulation にてプロジェクト化します。 

 

 

Smart Construction Simulation が Portal に表示されていない場合は、 

こちらの記事を参考にライセンス購入いただくか、担当の代理店スタッフへお問合せください。 

 

1 Smart Construction Portal へログイン後、 

Smart Construction Simulation のアイコンを押す 

URL https://scportal.pf.smartconstruction.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 「Jobsite Setting」にて登録済のプロジェクトを選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認画面が出るため、「OK」を押す 

 

 

 

 

過去にシミュレーションを 

行った実績があれば 

その日時が表示されます。 

1.1.2 Smart Construction Simulation で現場をプロジェクト化する 

https://support-faq.smartconstruction.com/hc/ja/articles/8137234707865
https://scportal.pf.smartconstruction.com/
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2. 作成する現場のローカライゼーションファイルを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 角度表記を選択後、新規作成を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「新しいシミュレーション」を押し、名称入力→「追加」を押す 
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1.2 目標地形と基準地形を登録する 

 

 

・3D 設計データ 

・測量点群データ 

など、全ての種類のデータをこちらから登録します。登録データは後述の土量計算で使用します。 

 

1. 「現場基礎情報の設定」>「地形モデル・図面の管理」>「アップロード」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 「ファイル選択」を押し、設計データ・測量データをアップする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測量データは、データ形式もしくは小数点の形式選択が正しくない場合以下のように表示されます。 

 

最後に「取り込み」を押す 最後に「取り込み」を押す 

設計データ 測量データ 

 

ファイル選択後に「次へ」を押す 

1.2 目標地形と基準地形を登録する 
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3. アップしたファイルを、「現況地形」「目標形状」に割り当てる 

この作業を行わないと点群データ・設計データが表示されませんのでご注意ください。 
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1.3 工期・施工時間・休日を設定する 

 

 

 

１．開始日・終了日を設定し、「施工時間」を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．通常施工時間として、工事の基礎情報を登録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．休日を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 

1 

2 

4 

1.3 工期・施工時間・休日を設定する 

5 
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1.4 現場の入り口を設定する 

 

 

現場の出入口を設定します。場外搬出等の有無にかかわらず最低 1 か所は設定が必要です。 

 

1. 「出入口・土取り場/土捨て場」>「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 出入口としたい箇所をクリックし、「保存」を押す 

設計範囲内をクリックするようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 保存完了後、「←」ボタン 2 回で戻る 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要に応じ名前を変更 

1.4 現場の入り口を設定する 
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1.5 施工エリアの設定をする 【自動分割設定】 

 

 

 

 

 

 

 

１．「施工エリアの設定」を押す 

施工前地形データと完成地形から、切土エリア・盛土エリアが自動判別されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「施工エリアの自動分割」を押す。 

切土エリア・盛土エリアにおいて、それぞれ分割目標数を入力し、「生成」を押す。 

(※目標数になる為、設計データと現況地形により指定した分割数以上で分割されることがあります。) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5 施工エリアの設定をする 【自動分割設定】 

注記 

⚫ P10～11、P12～P13 のうちいずれか、もしくは両方(自動分割→マニュアル)を使用して 

各施工エリアの分割設定を行ってください。 
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1.6 施工エリアの設定をする 【マニュアル設定】 

 

 

1. 「施工エリアの設定」を押す 

施工前地形データと完成地形から、切土エリア・盛土エリアが自動判別されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 微小なエリアができた場合、隣接するエリアに統合可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストから選択 or エリアをクリック 

マージするエリアを選択し「マージ」を押す 

1.6 施工エリアの設定をする 【マニュアル設定】 
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3. 大きいエリアは分割することも可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

極小エリアは可能な限り、まとまった土量のあるエリアとマージすることを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

始点・終点をクリックしたら 

「分割」を押す 

分割したいエリアを選択し 

「分割＞線」を押す 

分割したいエリアを選択し 

「分割＞多角形」を押す 

分割エリアを描画したら 

「分割」を押す 

【線で分割】 【多角形で分割】 

微小エリアの統合は、上記機能からも可能です 
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1.7 場外の土取場・土捨場を設定する 

 

 

場内で土が余る、もしくは不足する場合 

場外へ土を捨てる、もしくは場外から土を運んでくる必要があるため土取り場・土捨て場の設定を行います。 

 

1 「出入口・土取り場/土捨て場」を押す 

 

 

 

 

 

 

2 「追加」を押す 

場内で余る土量 もしくは 不足する土量が表示される 

この事例の場合、場内で余る土量 36,930(m3)が表示されています。 

3 土捨て場名、当該土捨て場へ捨てる土量、出入口からの距離を入力し「保存」を押す 

この事例の場合、20,000m3 を土捨て場 A へ、残りを土捨て場 B へ捨てる計画とします。 

4 土捨て場 B を追加するため「追加」を押す 

5 土捨て場名、出入口からの距離を入力し「保存」を押す 

土量は 36,930-20,000=16,930(m3)が自動で入力されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 保存完了後、「←」ボタン 2 回で戻る 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

4 

5 

1.7 場外の土取場・土捨場を設定する 
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1.8 法面の作業単位を設定する 

 

 

 

 

 

 

1 「構造物/その他」を押す 

2 「法面」を押す 

3 「法面の抽出と選択」を押す 

 

 

 

 

 

 

4 法面の最大最小角度及び鉛直方向高さを指定し、「次へ」を押す 

検索条件に一致する法面に色がつきます。 

5 法面作業として登録するものを選択し、「保存」を押す 

画面左の一覧もしくは法面を直接クリックで選択できます。 
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5 
一覧から、もしくは法面を直接クリックで選択 

エリア境界を跨いで 

同一の法面作業として登録は不可 

1.8 法面の作業単位を設定する 

注記 

本機能(法面作業)は、現在開発中のものです。不具合が発生する可能性があります。ご留意ください。 

法面作業を土配作業と区別してシミュレートしたい場合は登録してください。 

登録しない場合、各エリア内の法面は法面として認識されず単純な土配作業の計算が行われます。 

2 

1 

3 

開発中機能(お試し版) 
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6 法面の登録完了 

斜面位置の拡大表示や、「消去」ボタンでの登録解除ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 「←」を押し 1 つ前の画面に戻る 
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法面検索のために 
法面の最大最小角度【A】と 
法面鉛直方向高さ【B】を指定します。 
 
下図のような切土法面において、ハッチングした部分の法面を 
作業単位として登録したい場合には、例えば 
 
A 最小(°)…20 
 最大(°)…40 
 
B 最大切土高さ(m)…11 
 
と入力することで検索できます。 
 
※最大盛土高さは切土法面の検索には無関係。空欄での検索も可 
※検索範囲を広げることで多くの法面が選択可能になる 

A 

B 

5m 

Z 500.00 

Z 700.00 

5.2m 

Z 5,500.00 

Z 5,900.00 

5m 

Z 10,500.00 

5.2m 

Z 11,100.00 

法尻が手前より
200mm 高い 

法面高さが手前より
200mm 高い 

法面高さが手前より
200mm 高い 

30° 

30° 

32° 

32° 

【コラム】法面検索条件設定のコツ 

検索したい法面の 
最下点と最高点の差分よりも 
大きい値を入力 
 
11,100-500=10,600 < 11m 

20 

40 

11 
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1.9 優先ルートを設定する 

 

 

予め運土するルートが決まっている場合に設定してください。 

設定しない場合は、勾配を考慮した最短距離で土運搬路が自動設定されます。 

 

1. 「仮設ルートと走行禁止位置」を押す 

2. 「仮設ルートの作成」を押す 

 

 

 

 

 

 

3. 設計範囲内をクリックしながらラインを描き、右クリックで描画確定 

4. 必要に応じ、名称を変更し、「保存」を押す 

5. 必要に応じ、同様に別ルートの描画や、編集・削除を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 

4 

5 

作成ルートの三点リーダーより、 

「編集」「消去」が可能 

1.9 優先ルートを設定する 

1 

2 



 

19 

1.10 走行禁止区間を設定する 

 

 

現場内に走行禁止区間がある場合は設定してください。 

 

1. 「仮設ルートと走行禁止位置」を押す 

2. 「走行禁止位置の作成」を押す 

 

 

 

 

 

 

3. 設計範囲内をクリックしながら走行禁止区間を描き、右クリックで描画確定 

4. 必要に応じ、名称を変更し、「保存」を押す 

5. 必要に応じ、同様に別ルートの描画や、編集・削除を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 

4 

作成ルートの三点リーダーより、 

「編集」「消去」が可能 

1.10 走行禁止区間を設定する 

1 

2 
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1.11 【最適土配計算モード】各施工エリアの土量配分を計画する 

 

 

 

 

 

 

1. 「土配計画の設定」を押す 

2. 「最適土配計算」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「最適土配計算」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

警告マーク   が出た場合、 

指定した勾配以内での走路設定が 

できないことを意味しますが、 

作業は継続できます。 

「最適土配計算」を押すと 

切土エリアから盛土エリアにそれぞれ 

どれだけ土を運搬すると効率が良いか 

自動で計算されます。 

3 

1.11 【最適土配計算モード】各施工エリアの土量配分を計画する 

注記 

⚫ P20～P21,P23～P24,P25 のうちいずれかの方法で各施工エリアの土量配分計画を行ってください。 

⚫ 最適土配計算モードを使用した場合、P15 で登録した法面作業の工程は反映されません。 

1 

2 
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1.11.1 土配の手順を確定する 

 

1. 表をクリックし、土配の順番を全て指定したら「保存」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. タイムスライダーをクリックで掴み、左右に動かすことで手順毎の地形変化を確認可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定した手順を削除したい場合は、最終の手順から順番に消去するもしくは選択した手順から最終の手順ま

で一括削除するの、いずれかを実施する必要があります。 

 

 

  

1 

表をクリックするたびに 

画面上に運土ルートが表示され 

地形も変化していきます。 

「全て選択」ボタンを押すことで 

左端から自動で土配設定することも可能です 

「↑↓」ボタンより施工順序を 

入れ替えることが可能です。 

※工程表作成後は入れ替え不可 

1.11.1 土配の手順を確定する 

2 
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1.12 【マニュアル設定】各施工エリアの土量配分を計画する 

 

 

 

 

 

 

1. 「土配計画の設定」を押す 

2. 「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 切土エリア・盛土エリアが表示されるため任意に手順を選択し「保存」を押す 

同様にその後の手順も決定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

切土エリア・盛土エリアを選択すると 

併せて地形が変化し 

運搬路が表示されます。 

 

法面作業が登録されている場合は 

選択した法面作業完了までを 

マイルストーンとすることができます。 

(切土エリアからの土量が充足している場合) 

 

3 

注記 

P15 で法面を登録した場合、マニュアルで土量配分を計画することで法面作業が反映されます。 

1.12 【マニュアル設定】各施工エリアの土量配分を計画する 
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1.12.1 土配の手順を確定する 

 

1. P23 の作業により全ての土配ペアを保存する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. タイムスライダーをクリックで掴み、左右に動かすことで手順毎の地形変化を確認可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定した手順を削除したい場合は、最終の手順から順番に消去するもしくは選択した手順から最終の手順ま

で一括削除するの、いずれかを実施する必要があります。 

 

 

 

1.12.1 土配の手順を確定する 

「↑↓」ボタンより施工順序を 

入れ替えることが可能です。 

※工程表作成後は入れ替え不可 
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1.13 【施工順序 AI】各施工エリアの土量配分を計画する 

 

 

 

 

 

 

本機能を使用することで、施工順序を AI の最適化計算を用いて決定することが出来ます。 

 

1. 「土配計画の設定」>「プラン生成」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 設定画面が開くため、必要に応じパラメータの設定を行い「生成」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

1.13 【施工順序 AI】各施工エリアの土量配分を計画する 

注記 

本機能は現在開発中のものです。計算に数日かかる場合もございますのでご了承ください。 
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1.13 【施工順序 AI】各施工エリアの土量配分を計画する 

 

 

 

 

 

 

本機能を使用することで、設計モデルが物理的に離れている場合でも、仮想の地形エリアを通り土搬送設

定が可能となります。 

 

 

1. 離れた地形同士で土配ペアを作成した場合に、ルート情報が検出されない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 離れた地形へのルートを検出するため、走行可能エリアをポリゴンで作成し、「保存」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注記 

エリアがソース領域以上に離れている場合、本機能の対象外となります。 

[走行可能エリア]を押す 

走行可能エリアをポリゴンで作成し、 

[保存]を押す 

走行エリア設定の機能追加 
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3. 離れた地形同士で土配ペアを作成すると、走行可能エリア上を通ったルートが検出されるようになる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成したポリゴン内をクリックすると、「ここから描画を開始します」、「編集」、「消去」が可能です。 
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2 作業工程を計画する 
2.1 建機編成を設定する 

2.1.1 土運搬に使用する建機・ダンプを設定する 

 

 

1. 「建機の設定」を押す 

2. 「土配」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「追加」を押す 

4. ショベルタブから掘削積込作業に使用したいショベルを選択し「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 「掘削積込」欄に使用したい台数を入力する 

必要条件欄のチェックが全てつくまで建機やダンプを追加する必要があります。 

この場合「掘削」にチェックがつくため、残る「運搬」「敷均し」「締固め」にチェックをつける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

4 

掘削機と積込機を分けたい場合は 

ショベルをもう一台追加し 

それぞれに「掘削」作業と「積込」作業を 

割当ててください 

必要条件を満たす建機やダンプを 

追加してください 

2 作業工程を計画する 

2.1 建機編成を設定する 

1 

2 

2.1.1 土運搬に使用する建機・ダンプを設定する 
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6. 「追加」を押す 

7. ブルドーザタブから敷均しもしくは締固め作業に使用したいブルドーザを選択し「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 「撒出し・敷均し・締固め」欄に使用したい台数を入力する 

この場合「敷均し」「締固め」にチェックがつくため、残る「運搬」にチェックをつける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 「追加」を押す 

10. ダンプトラックタブから運搬作業に使用したいダンプトラックを選択し「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

7 

必要条件を満たす建機やダンプを 

追加してください 

10 

9 
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11. 「運搬」欄に使用したい台数を入力する 

必要条件が全て満たされます。 

12. 「保存」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2 切土法面作業建機を設定する 

 

1. 「切土法面」を押す 

2. 「追加」を押す 

3. 切土法面作業に使用したい建機を選択し、「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「法面」欄に使用したい台数を入力する 

必要条件が満たされます。 

5. 「保存」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11 

12 

全必要条件が満たされている 

3 

1 

2 

4 

5 

2.1.2 切土法面作業建機を設定する 
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2.1.3 盛土法面作業建機を設定する 

 

1. 「盛土法面」を押す 

2. 「追加」を押す 

3. 盛土法面作業に使用したい建機を選択し、「追加」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「法面」欄に使用したい台数を入力する 

必要条件が満たされます。 

5. 「保存」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

1 

2 

4 

5 

2.1.3 盛土法面作業建機を設定する 
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易的に見積もる 

2.2.1 日当たり施工量から算出 

 

 

 

1. 「工程表(施工計画)」を押す 

2. 「工程表を作成」を押す 

3. 「日当たり作業量による予測」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「平均日当たり作業土量(m3)」の欄に、日当たりの想定運土量を入力 

5. 「平均日当たり作業面積(m2)の欄に、日当たりの想定法面整形面積を入力」 

6. 「工程表作成」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 自動で工程表が作成される 

 

 

 

 

 

 

  

1 

3 2 

4 

5 

6 

易的に見積もる 

2.2.1 日当たり施工量から算出 
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.2.2 建機稼働能力から算出 

 

 

1. 「工程表(施工計画)」を押す 

2. 「工程表を作成」を押す 

3. 「日当たり作業量による予測」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 確認画面が出るため「工程表作成」を押す 

 

 

 

 

 

5. 自動で工程表が作成される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

3 

2 

.2.2 建機稼働能力から算出 
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2.2.3 建機編成の追加/工程修正 

 

 

 

 

 

 

 

1. 「建機の設定」を押す 

2. 「追加」を押し、使用する建機設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「工程表(施工計画)」を押し、工程表を表示する。 

4. 見直したい作業(≒上記で設定した建機グループで実施する作業)を工程バーから選択する。 

5.  選択されたタスク 「編集」ボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

建機編成の追加/工程修正 

1 

選択する 

建機を設定する 

(設定は、2.1.1 参照のこと) 

2 

注記 

⚫ 平行作業検討や作業間調整を再検討し、工程を見直したい時に使用ください。 

(※本設定により、複数班での施工検討が可能になります。) 

建機編成が登録される 

調整したいバーをクリック 4 
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6. タスクの開始タイミング、及び割り当てられる建機編成グループを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 建機グループを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 工程表が出力される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工程バーのドラッグ操作でも編集可能 

（※タスクの依存関係から可能な範囲内での移動のみ可能） 

直前の作業を編集できます。 

 

▶既にあるタスクの後に作業を実施したい場合 

「該当のタスク」を選択 

▶既にあるタスクに縛られずに作業を実施したい場合 

「無し」を選択→最速で作業開始可能日を設定 

引継ぎの建機編成を編集できます。 

 

直前で割り当てられているタスクから建機を再利用す

る場合は、「該当のタスク」を選択する。 

まだ割り当てられていない追加建機グループを設定し

たい場合は、「建機を再使用しない」を選択する。 

建機グループを設定する 
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1. 「任意タスク」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. タスクの開始タイミングおよび稼働時間を設定する 

3. 「保存」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 工程表に、作成した任意タスクが追加される 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

直前の作業を編集できます。 

 

既にあるタスクの後に作業を実施したい場合 

「該当のタスク」を選択 

既にあるタスクに縛られずに作業を実施したい場合 

「無し」を選択→最速で作業開始可能日を設定 

タスクの作業時間を編集できます。 

 

日数および 0.5 時間単位で作業時間を設定 

  

タスク名称を任意に編集できます。 

  

通常のタスクと同様に、工程バーのドラッグ操作でも編集可能 

（※タスクの依存関係から可能な範囲内での移動のみ可能） 

注記 

⚫ 他の工種の工程を任意でスケジュールに組み込みたい時に使用ください。 

 

任意タスクの追加 
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作成した工程表は csv ファイル、Excel ファイル、LandXML ファイルで出力可能です。 

 

1. 「工程表（施工計画）」の右側にある三点リーダ―を押す 

2. 出力したいファイル形式を選択 

3. 自動でダウンロードされる 

※LandXML はタイムラインバーがある位置で LandXML を出力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 
2 

LandXML は 

タイムラインバーがある位置で出力 

工程表の出力 



 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■手動台数設定と半自動の台数設定で、算出されたコストおよび施工期間により建機台数を決定する場合 

 

1. [建機グループ最適化の編集]で、適正配車の種類に「適正配車[役割]」を選択する 

2. 建機で[追加]を押し、「建機の追加」ダイアログより役割を設定したい建機を選択し、[追加]を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「掘削積込」欄に使用したい台数を入力する 

必要条件欄のチェックが全てつくまで建機やダンプを追加する必要があります。 

この場合「掘削」にチェックがつくため、残る「運搬」「敷均し」「締固め」にチェックをつける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

掘削機と積込機を分けたい場合は 

ショベルをもう一台追加し 

それぞれに「掘削」作業と「積込」作業を 

割当ててください。 

必要条件を満たす建機やダンプを 

追加してください 

適正な建機台数の算出 
 

注記 

⚫ 本機能を使用することにより、納期に対する最適な建機台数を算出することができます。 

また、グラフに表示され、条件を変更し容易に再計算することもできます。 
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4. 建機で[追加]を押し、建機選択ダイアログより役割を設定したい建機を選択し、[追加]を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 「撒出し・敷均し・締固め」欄に使用したい台数を入力する 

この場合「敷均し」「締固め」にチェックがつくため、残る「運搬」にチェックをつける必要があります。 

 

 

 

6. 建機で[追加]を押し、建機選択ダイアログより役割を設定したい建機を選択し、 [追加]を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 「運搬」欄に使用したい台数を入力する 

必要条件が全て満たされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

6 
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8. 台数算出条件[期間]期間を設定する 

9. 台数算出条件[土配タスク]を設定する 

10. 台数算出条件[土量]を設定する 

11. [計算]を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. [手動台数入力]と[条件により算出された台数]で、コスト/施工期間が計算されてグラフが表示される 

  グラフはクリックすることで、表示切替が可能 

13. [選択データ適用]を押すと、選択中データの台数が建機グループに設定される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

9 

10 

11 

条件により算出された台数 手動台数設定による計算結果 

13 13 
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■建機種/役割毎の台数を入力せず、建機種と役割選択および算出条件の設定だけで、建機台数を算出す

る場合 

 

1. [建機グループ最適化の編集]で、適正配車の種類に「適正配車(完全)[建機種/役割]」を選択する 

2. 建機で[建機の選択]を押し、「建機選択」ダイアログより役割を設定したい建機に☑を入れ、[保存]を押す

※建機タブ毎の保存ではなく、全建機種を選択した状態で保存する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ショベルの[掘削積込]に☑を入れる 

4. ブルドーザの[撒出し・敷均し・締固め]に☑をいれる 

5. ダンプトラックの[運搬]に☑を入れると全必要条件が満たされる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

2 
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6. 台数算出条件[期間]期間を設定する 

7. 台数算出条件[土配タスク]を設定する 

8. 台数算出条件[土量]を設定する 

9. [計算]を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. [条件により算出された台数]で、コスト/施工期間が計算されグラフ表示される 

11. [選択データ適用]押すと、選択中データの台数が建機グループに設定されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

7 

8 

9 

条件により台数が算出され、 

算出された台数でのコスト/施工期間 

グラフ表示される 
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[全データ削除]または[選択データ削除]押すと、計算結果を削除できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グラフをクリックすることで、表示切替が可能 

選択されているグラフの詳細が右側に表示される 

注記 

⚫ 算出された配車データは、自動では削除されない 

色々な条件で、計算することで、最適な施工計画を立案できる 
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2.3 作業手順や建機編成を建機稼働シミュレーションへ引き継ぐ 

 

 

1. 「工程表(施工計画)」を押す 

2. 「工程表を作成」を押す 

3. 「建機シミレーション」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「データ送信」を押す 

5. いずれかを選択し、「開始」を押す 

建機シミュレーションへ遷移します。新規プランは自動で追加され、データ連携します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

3 

2 

新規プランの走路画面へ 

新規プランは別途追加される 

2.3 作業手順や建機編成を建機稼働シミュレーションへ引き継ぐ 
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(参考) 土配シミュレーションと建機シミュレーションの関係について 

■データの連携について 
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3 建機・ダンプの稼働計画をシミュレートする 
3.1 建機稼働シミュレーション ホーム画面の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. シミュレーション計算を回した後に各アイコンを選択することで 

工程、建機稼働率、費用などの結果を表す画面に切り替わる 

2. 現在読み込み中のプラン名が表示される 

3. A 計算実行:各設定完了後、シミュレーション計算を実行 

B 一時保存:現在のプラン名で上書き保存する 

C 複製:プラン名を変えて複製保存。 

D 推奨機械編成:工期と建機を選択することで、推奨の台数を設定可能 

E 選択機械の作業能力:各作業機械の基本作業能力を確認可能 

F 基礎データ:計算の根拠となる係数など各建機の基礎情報を確認 

G プラン一覧:保存済のプラン一覧を表示する 

H 現在のアカウント確認と言語の変更 

I  施工詳細設定ウィンドウを表示・非表示にする 

4. シミュレーション計算後にコスト、施工終了日が表示される 

5. 前段で設定したステップ毎の走路と 

積込場・荷降場のマーカーがマップ上に表示される 

6. 現在の建機の総台数が表示される 

7. 施工手順、走路、積込場・荷降場の詳細設定や変更を行う 

マップ上の対象をクリックすることで切り替わる 

 

 

 

 

  

走路上を 

クリック 

（▲） 

マーカー上を 

クリック 

（★） 

ダンプトラック 

走路 
積込場 

荷降場 
マップ上を 

クリック 

（●） 

施工詳細設定ｳｨﾝﾄﾞｳ 

（●） 

タスク名を 

クリック 

A B C D E F G H 

1 

2 

3 

4 6 

5 7 

I 

3 建機・ダンプの稼働計画をシミュレートする 

3.1 建機稼働シミュレーション ホーム画面の説明 

積込場・荷降場 

詳細設定ｳｨﾝﾄﾞｳ 

（★） 

走路詳細設定ｳｨﾝﾄﾞｳ 

（▲） 
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■建機シミュレーション機能紹介 (前頁３項詳細)  

※詳細機能を詳しく紹介 

 

 

 

 

 

 

 

▶D 『推奨機械編成』機能について 

【出来ること】 

・施工工期から推奨機械台数計算 

※機械の種類は指定する必要があります。 

 

 

▶E 『選択機械の作業能力』機能について 

 

【出来ること】 

各建機における計算結果(根拠)を確認可能、また使用した基礎データテーブルも確認可能 

計算結果 

算出に使用した基礎データ 

3 
A B C D E F G H I 
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▶F 『基礎データ』機能について 

 

【出来ること】 

計算の根拠となる係数など各建機の基礎データを確認及び変更が可能です。 

現場や各会社に合わせて、カスタマイズ可能です。 

※右上の『保存』→『CSV インポート/エクスポート』 機能を活用することにより、他の Simulation 現場でも、

作成した基礎データテーブルが使用可能になります。 
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【参考】土配シミュレーションからデータを連携した場合 

経路位置 

土配シミュレーション側の 

データが既に連携されています。 

機械編成 

走路情報 

既にシミュレーション側にデータが連携されているため 

連携されたデータを基に、制約条件の設定や 

ルートの編集、建機台数の見直しを実施頂けます。 

 

▶推奨手順 

⓪プランの保存 「別名保存」にてプランを作成する。 

①土捨て場の設定 

  (3.5.1 手順を参照） 

②計算実行 

  (3.5.2 手順を参照) 

③結果確認 

    (3.6.  手順を参照) 

④制約条件の設定、条件の設定 

  (3.2~3.5  手順を参照) 

⑤結果確認 

⑥土配シミュレーションに転送 

  (3.7 手順を参照） 
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3.2 作業開始日や手順を変更する 

 

 

画面右端に前段の土配計算で設定したステップ毎の情報ウィンドウが表示されます。 

縦スクロール操作で次のステップの情報ウィンドウが確認できます。 

 

1. ステップ毎に色変更可能(走路の修正等の編集が行いやすくなる)  

2. 施工の開始日を変更 

3. 日当たりの搬送土量に制限がある場合に入力 

4. ステップの開始条件を入力(初期状態は土配計算で設定した順序)  

5. 施工順序を変更したい場合、前のステップをリストから選択 

※開始日や施工順序を変更した場合、建機編成がリセットされることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土配計算設定画面 

デフォルト設定 

（土配計算） 

施工順序変更の場合 別編成同時施工の場合 

※ 

2 

1 

3 

4 

5 

※ 

3.2 作業開始日や手順を変更する 
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3.3 建機の編成を確認、再設定する 

3.3.1 切土エリアの建機設定 

 

 

 

1. マーカーをクリックすることで、前段で設定した建機類が表示される 

建機の表示がない場合や追加したい場合は建機のアイコンをクリックし、 

改めて建機と作業の役割を選択してください。 

2. 積込エリアの建機が他社管理である場合はチェックを入れる 

チェックを入れるとコスト計上の対象から外れます。 

3. 現場に近い土質を選択 

計算に使用する係数が変わります(ホーム画面基礎データボタンの土質のタブから変更可能)。 

4. 現場環境等により通常の作業効率が確保できない場合は調整 

5. 施工上そのステップで残す土量を設定可能 

残した土量は次のステップで合わせて処理されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーカーを 

クリック 

マーカーが重なる場合 

個々に少し移動させながら設定 

4 

2 

3 

1 

1 

5 

積込エリアの建機設定 

建機の編成を確認、再設定する 

3.3.1 切土エリアの建機設定 
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3.3.2 盛土エリアの建機設定 

 

1 マーカーをクリックすることで、前段で設定した建機類が表示される 

建機の表示がない場合や追加したい場合は建機のアイコンをクリックし、 

改めて建機と作業の役割を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荷降エリアの建機設定 

マーカーを 

クリック 

マーカーが重なる場合 

個々に少し移動させながら設定 

1 

盛土エリアの建機設定 
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2 荷降エリアの建機が他社管理である場合はチェックを入れる 

チェックを入れるとコスト計上の対象から外れます。 

3 現場環境等により通常の作業効率が確保できない場合は調整 

4 施工上そのステップで残す土量を設定可能 

残した土量は次のステップで合わせて処理されます。 

5 「運搬土量÷積層数÷区画数(㎥)」（1 層１区画分を敷均し/締固め作業する土量）分の締固め待ち

土が用意されるまで締固め作業は待機するよう設定できます。 

6 1 層あたりの同時に施工可能な建機台数を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 

2 

5 

3 

6 

5 １層 1 区画土量の詳細説明（例） 

・積層数初期値：10 

・区画数初期値：総土量÷400（切り捨て） 

運搬土量に応じて、1 層 1 区画あたりの土量の初期値が 40 ㎥※程度になるように調整

されます。. 

※過去検証した結果、実現場との乖離が少なかった土量を初期値として定義 
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3.4 ダンプトラックの設定 

 

 

「ダンプ始発点」のマーカーをクリックすると、 

前段で設定したダンプトラックの種類と台数が表示されますので、確認してください。 

施工手順を変更した場合などは、設定がリセットされるため表示されません。 

ダンプトラックのアイコンからダンプ種類の選択と台数を入力し、追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

ダンプトラックの設定 

 

ダンプ始発点 

3.4 ダンプトラックの設定 
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3.5 建機稼働シミュレーションの計算を実行する 

3.5.1 ダンプ走路の設定をする 

 

 

 

1 積込/荷降エリアのマーカーをドラッグしてマップ上の所定の位置に合わせる 

特に場外に積込/荷降エリアを設定している場合は、調整が必要になります。 

2 場内において走路条件が変わる毎に地点を追加し、路面条件をリストの中から選択 

各路面条件の速度係数は「基礎データ」>「路面」にて確認及び変更可能です。 

3 現場内の走路区間である場合、「場内」にチェックを入れる 

場内速度の設定値は「基礎データ」>「ダンプトラック」にて確認及び変更可能です。 

2 で設定した路面条件に応じ、設定速度に係数がかかり計算されます。 

4 「地図上の道路に合わせる」にチェックを入れると一般道を通るルートが自動で選択される 

5 ダンプのすれ違い走行ができない区間である場合、「狭路（すれ違い不可）」にチェックを入れる 

6 待機場所やタイヤ洗浄の区間を設定 

走行時間に影響します(所要時間は「基礎データ」>「ダンプトラック」から変更可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーカーを 

ドラッグ 

1 

「基礎データ」タブ 

2 

3.5 建機稼働シミュレーションの計算を実行する 

3.5.1 ダンプ走路の設定をする 

5 

6 

3 

4 

「基礎データ」タブ 
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7 同区間で複数のステップの走路設定がある場合、マーカー同士を重ねることで地点を統合可能 

左クリックで解除することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5.2 計算を実行する 

1 計算実行をクリックし、モードを選択 

シミュレーションの計算処理が開始されます。 

現場の規模によっては、標準計算での計算を実行した場合、1 日程度時間を要する場合があります。

状況に応じて簡易計算をお試しください。 

2 計算実行前に各機械の作業能力を確認・編集可能 

「基礎データの編集」から値を編集し、「保存」で編集した内容で計算実行可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

1 秒毎に全ての走路の全ての期間を詳細に計算 

各走路の最初の 1 日だけ計算し、走路の土量分 1 日目の情報をコピー 

計算処理を途中で取り消し 

設定値に問題なければ 

「計算実行」 

3.5.2 計算を実行する 
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3 計算を実行する上で設定に問題がない場合、シミュレーション開始のメッセージが表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 設定に不備がある場合、該当するステップ名と不備の詳細が表示される 

エラー内容を参照し、再設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

59 

3.6 建機稼働シミュレーション結果を確認する 

 

 

1 計算終了後、費用及び終了日が簡易表示される 

2 各アイコンから工程表や日別稼働率、費用を確認可能 

3 工程表 

スクロールバーを横に移動させると全体が表示できます。 

日付のマスをクリックすると、日別稼働率のページへ遷移します。 

4 日別稼働率 

建機の稼働日を選択すると、日当たり施工量、建機の稼働率、サイクルタイムを確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工程表 

日別稼働率 

1 

2 

3 

4 

3 

4 

5 

6 

3.6 建機稼働シミュレーション結果を確認する 
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5 稼働率カレンダー 

稼働率が低い場合、建機のスペックや編成、台数の見直しを検討する必要があります。 

6 コスト表 

作業場毎の詳細な費用と全体を集計した工事費用を確認できます。 

単価は、ホーム画面「基礎データ」にて確認及び編集が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働率カレンダー 

コスト表 

5 

6 

ホーム画面「基礎データ」 
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7 ダンプの稼働アニメーション 

日毎のダンプトラックの運行状況をアニメーションで確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンプの稼働アニメーション 

建機稼働シミュレーション画面 

プラン１ 

7 

ｖ 
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8  プランの保存 

    作成したプランは、保存することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ プラン名を変更して、「別名保存」を基本的に使用してください。 

（「保存」は、上書き保存が実施される為、旧プランが上書きされてしまいます。） 

※ 計算後、保存を押すと計算結果が失われます。ご注意ください。 

（ここでの保存は、ルートや設定の保存を意味します。） 

※ なお計算結果は、計算後、自動で保存されるため、保存を押す必要はありません。 
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3.7 土配計画シミュレーション側で建機稼働計算結果を読み込む 

 

 

建機稼働シミュレーション側で計算した結果を、土配計画シミュレーション側で読み込むことができます。 

 

1 「スケジュール」>「工程の見積」>「建機シミュレーション」にて計算済みのプランを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 データを読み取ると新たに作業工程表が表示される 

3 「建機利用」を押し、作業日を指定し、「アニメーション」の再生ボタンを押す 

指定日の建機サイクルタイムと建機の稼働状況をアニメーションで確認できます。 

  

シミュレーション 

メインメニュー画面 

建機稼働シミュレーションで 

計算したプランを選択 

１日のダンプトラックの運行状況を 
確認可能 

稼働日 

選択 

建機サイクルタイム 

再生  

再生速度 

3.7 土配計画シミュレーション側で建機稼働計算結果を読み込む 
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3.7.1 コストを算出する 

 

1. 「レポート」を押す 

2. 閲覧したいものを選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

2-1 

2-2 

2-3 

2-1 

2-2 

2-3 

3.7.1 コストを算出する 
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4 再計画を行う 
4.1 途中地形を登録する 
 
※期初に立案した計画に対して、途中地形(実績)を反映させて、出入り口情報を始めとする現場基礎情報
及びエリア分け設定を引き継いだまま、現時点での進捗状況確認及び、途中地形からの再計画を実施したい
場合にご活用頂けます。 
 

1. ドローンなどで取得した施工途中の地形をアップロードする 

 

 

 

 

 

  

ファイル選択から、途中地形をアップロード 

4.1 途中地形を登録する 

4 再計画を行う 
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4.2 作成済みの Simulation を複製する 
 
1. 再計画を実施したい Simulation を複製する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

2. Simulation の名前を変更する。 

 
 

 

 

 

 

 

  

『・・・』からサブメニューを表示→複製を選択 

複製すると、前プラン名(copy)という名称で 

Simulation が作成されます。 

必要に応じて、名前変更を実施 

4.2 作成済みの Simulation を複製する 
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4.3 途中地形を設定する 

 

複製した Simulation を開く 
4.1 項にて登録した施工途中地形のデータを Simulation の地形として設定する。 

 

  

『現場基礎情報の設定』 

ボタンをクリック 

登録した途中地形データを 

現況地形に登録 

『変更』をクリック 

4.3 途中地形を設定する 



 

69 

4.4 施工スケジュールを設定する 

 

途中地形を取得した計測日（計画を見直したい日）を設定する。 

 

 

 

 

 

 

  

変更を反映 

カレンダーより選択 

スケジュールの 

開始日を変更 

4.4 施工スケジュールを設定する 
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4.5 計画の引継ぎ元の設定を行う 
 
 
1. 『施工エリアの設定』 ボタンを押す 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
1. 『施工エリアの設定』 ボタンを押す 

 
2. 『・・・』 を選択→『途中地形の取り込み』 を選択 

 

3. 期初に立てた計画、引き継ぎたい計画を選択し、取り込みボタンを押す。 

 

  

4.5 計画の引継ぎ元の設定を行う 

取り込みボタン 

引き継ぎたい 

Simulation を

選択 

閾値設定は 

次ぺ－ジ参照 
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【詳細解説】 エリア引継ぎ機能設定 
 

①途中地形と設計面の高さの差がこの値よりも小さい位置は、「完成」とみなします。 

高さ 
土砂 

指定以下の高さであれば完成とみなす 

②完成しておらず、このしきい値未満のボリュームを持つ 
エリアは[完成]とみなします。 

 

注記 

閾値を 0m で設定した場合、わずかの高さでも未完成エリアと認識し、微小エリア(~1m3)が 

複数発生する可能性があります。 

微小エリアが複数発生した場合、土配設定が正しく動作しなくなる可能性があります。 

閾値は、余裕をもっての設定(0.3m 以上推奨)をお願いします。 

①  

 
② 

  

③完成しておらず、新しくエリアが発生した時、このしきい値未満のボリュームを持つ 
新しいエリアは統合されます。 

  

③ 
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4. エリア情報が引き継がれ、エリアの引継ぎと完成地形が可視化されます 

 

 

 

 

  

完成エリアは 

左のリスト上では 

✓で表示 

 

完成エリアは 

ビューワー上では 

グレーで表示 
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4.6 土配計画の設定を行う 

 

1.10 項～1.13 項を参照に土量配分計画を再計画する。 

 

 

土配計画を行うと、自動で期初に立てた計画、引き継ぎたい計画から『建機の設定』 データが連携されます。 

注意：『建機の設定』が引き継がれるのは、『プラン複製』から『途中地形の引継ぎ』を実施した場合のみです。 

『新しいシミュレーション』から『途中地形の引継ぎ』を実施した場合は、引き継がれません。 

 

 

 

 

 

4.6 土配計画の設定を行う 
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1.シミュレーション一覧で、[シミュレーション比較]を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. サーフェスを選択で、シミュレーションで使用している目標形状データを選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

シミュレーション比較 

同じ目標形状データを使用中の 

シミュレーションが一覧表示される 
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3. 比較したいシミュレーションに対して☑をつけると、グラフが表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シミュレーションに☑を入れると、工事の作業速度がグラフ表示される 
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問合せ先 

⚫ 商品に関するお問合せ先 

株式会社 EARTHBRAIN 

以下 URL から問合せサイトへ遷移します。 

https://www.earthbrain.com/contact/form/ 

 

⚫ 不具合発生時のお問合せ先 

Smart Construction サポートセンターまでお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問合せ先 

https://www.earthbrain.com/contact/form/
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6 改訂履歴 

作成・改訂日 マニュアルVer 改訂内容 

2022/08/10 0001 初版作成 

2022/12/19 0002 建機シミュレーション機能紹介(p38-39)追加 

2023/02/16 
0003 計画引継ぎ機能追加に伴い 

『4. 再計画を行う』(p55-62) 追加 

2023/11/10 
0004 「走行エリア設定の機能追加」(p27-28)、「任意タスクの追加」(p37), 

「工程表の出力」(p38),「シミュレーション比較」(p73-74)追加 

2024/1/17 
0005 「3.1 建機稼働シミュレーション ホーム画面の説明」UIUX 変更(p47) 

計算実行前の作業能力確認追加(p56) 

2024/2/20 

0006 「2.3 作業手順や建機編成を建機稼働シミュレーションへ引き継ぐ」注記

追加(p45) 

「ダンプの稼働アニメーションボタン変更」(p60) 

2024/4/24 0007 積層数設定の仕様変更(p54) 
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